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f　 は じめに

　灘 慌 B振動 は周期約 二 日 の 熱帯大気の 振動現象 で あ

り， 環境場 と雲対流の 変動 を伴 う．その 力学機構 は対流

と結合 した n ＝ 1 の 西向き慣姓重力波 （WIG ）で説明さ

れ る と考え られ てい る．しか し ， 個 々 の 湿潤対流 に 伴 う

熱や水蒸気の 輪送 と波 の 飯播 との 隲係 を浹め る物理 過程

は よ く分か っ て い ない ．近年，こ の 問題 に対 して 理論研

究が新しい 展開を示す
一

方，理論 をサポ
ー

トする観測研

究は 十分 に あ る とは醤えない ．ま た，低軌道衛星 データ

や再解析データの 時間解像度 で は，薦 二 臼振動 に伴う数

時闘か ら
一

臼ス ケール の 対流現象を逐一追跡す る こ とが

困難なため に，こ れらの デ
ー

タ を活か した研究 は殆 ど行

われて い ない ．そ こで
， 本研究 は再解析 データ と湿潤静

的工 ネル ギー
（MSE ）収支の式を嗣 い て，準二 日援動に

惇う混潤対流の 熱力学過程の 解析を行 つ た．

2　データと解析手法

　準二 日 搬動 を岡定す る た め赤外輝慶温度全球 デ
ータ

セ ッ トGlobal−merged 　lRBrightriess
「
rernpeTatUre　Dataの

輝度溌度に W 巨G フ ィ ル ターを適稽す る．フ ィ ル タ
ー

さ

れ た輝 度温度が一2σ 以下 の もの を WIG の 対流中心，す

なわちコ ン ポジ ッ トの 基点とする．次に £ RA一雌 erim を

朋 い て MSE 収支解析 を行 う．　 MSE 収支の 式は
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こ こで ，MSE 柵 ，水平 嵐 速 Y ，鉛直速度 ω ， 地表藤潜熱

フ ラ ッ クス LH ， 地蓑箇顕熱 フ ラ ッ クス SH ．放射力］Jnt・

9R で ある、〈〉は IOO− 1000hpa の 鉛直積分を裟す．、右

辺第 室項 と第 2 項は MSE の水平移流と鉛直移流を意味

す る．コ ン ポ ジ ッ ト中’1・に 対 して 上 式 の 各項 を合成 し，

それ らの 変動 を比較す る．解析期聞は 2000−2009年，解

析領域は 10S−10N で ある．

3　結 粟 と考察

　劉 1 に MSE 収支の 結果 を示す．強 い 対流 に 先行して

大気龠腰 の MSE が増加 し降水の ピーク （約 5h）で 最大

と な る．こ の MSE 増加 は MSE 移流 く水平移流 と鉛嵐

移流）に起園 し，非断熱量 （表讎 フ ラ ッ クス と放射加熱）

の 影響 は 小さい ．移流 の 水平 ・鉛慮成分 を比 較 す る と，

水平移流 は約一15hに毘 の ピーク を持 ち MSE を増や す 方

向に働 く．また園 で は 示 さない が
，

こ の と き浅い 積霊が

増加しで お り，水平移流 の増加と浅 い 積雲 の 増加に何 ら

か の 関 係 が あ る と考 え られ る ．一
方 ，

鉛 直移流 は 約 Oh

に魚の ピーク を持ち，強い 対流 に伴 う収束場に従 っ て ，

MSE を大気か ら取 り除 く．こ れ まで 婦流結合波 に 関す

る理論研究 の 多くは MSE 水平移流を小 さい と して無視

して きた が
，
MSE 収支解析 の 結果 は水平移 流 の 重 要 性を

示唆して い る．この 問題憲識 に基づ き，水平移流をより

詳し く解析 した．図 2 は水平移流 の 東西 ・南北成分で あ

る．顕箸な束熊移流 が あ る一
方で 南北移流 は小さい こ と

が 見 て取 れ る，また，鉛直構造を比 較す る と，東酉移流

は約 700　hPa，南北移流は約 500　hPa で 最 も変動が大き

か o た．MSE は乾燥静豹エ ネ ル ギー
（DSE）と水蒸気の

和で あ るが，DSE 水平移流 は非常 に小 さ い た め に ，
　 MSE

の 水平移流 は水蒸気 の 水平 移流 に ほ ぼ 等 しい ．従 っ て、

MSE 水平移流 に伴 う不安定性の 増加が 波 の 儲播 に 与 え

る 影響 を賜 らか に す る た め に は
， 水蒸気場 と東繭風 の 嬲

係を調べ る 必婆がある．当 日はこ の 結果 につ い て 詳織を

述べ ，再解析 デ
ー

タ 間の 比較 に つ い て も露及す る，また，

水蒸気場 の 異 な る 4 つ の 領域 （西 太平洋，東太平洋，大

西 洋，イ ン ド洋〉で MS 釧 又支解析 を行 っ た．領域 に よ る

変魴 の違 い は非断熱蟲 で は小 さい 一
方 ， 移流で は薦太平

洋 の ような湿 っ た領域ほ ど変動の幅が 大きい 。また，鉛

鐶移流は東太平洋で は正 ， それ以外の 領域で は負 で あっ

た．嶺 日 は準篇 日振動 に お ける 気候場の 影響に つ い て も

議論す る予驚で あ る，
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図 lMSE 収支．　 MSE 時間微分 項 （寅線 ）， 全 移流項

（バ ツ 印｝，水 平移流項 （丸 鋤 ，鉛颪移流項 （囚角〉，非

断熱項 （破 線）の ア ノ マ リ
ー．
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図 2　MSE 水平 移 流 （実線 ），そ の 東西 成 分 （破線〉と

南北成分 （点）の ア ノ マ リ
ー．
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